
令和８年度春期 健康食品管理士/食の安全管理士 
認定試験問題 

◎ 指示があるまで開かないこと。（2026 年 5 月 17 日） 

 

注意事項 

１． 解答時間は次のとおりとする。 

          13 時 00 分～15 時 30 分 

２． 解答方法は次のとおりである。 

１） 各問題には１から５までの五つの選択肢があるので、そのうち質問に 

適した答えを 1 つ選び、 次の例にならってマークシート用紙に記入すること。 

（例）問題 101．県庁所在地はどれか。 

１）栃木市 

２）川崎市 

３）神戸市 

４）倉敷市 

５）別府市 

正解は「３」であるからマークシート用紙の 

 

101   1    2    3    4    5   のうち  3  をマークして 

 

101   1    2    3    4    5  と記入すること。 

 

２） 答案の作成には鉛筆を使用し、濃くマークすること。 

良い解答の例：       （濃くマークすること） 

 

悪い解答の例：              （解答したことにならない） 

 

３） 答えを修正した場合は、 必ず消しゴムであとが残らないように完全に 

消すこと。鉛筆の色を残したり 「    」  のような消し方などをしたり 

すると、 修正したことにならないので注意すること。 

４） マークシートは折り曲げたりメモやチェックで汚したりしないように 

注意すること。 

５） この問題用紙は持ち帰ること。 
 

 
2026 

一般社団法人日本食品安全協会 

 

受験番号  氏名  
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問題１. 日本における「メタボリックシンドローム」の診断基準において、必須項目 

とされているものはどれか。 

１）血糖値（空腹時血糖 110 mg/dL 以上） 

２）血圧（収縮期 130 mmHg 以上 かつ/または 拡張期 85 mmHg 以上） 

３）血清脂質（ＴＧ 150 mg/dL 以上 かつ/または ＨＤＬ 40 mg/dL 未満） 

４）内臓脂肪の蓄積（ウエスト周囲径：男性 85 cm 以上、女性 90 cm 以上） 

５）ＢＭＩ（25 以上） 

 

 

問題２. 昭和３０年代に普及した「栄養ドリンク剤」が一般市民に与えた影響に関す 

る記述として、適切なものはどれか。 

１）特定の化学物質を摂取すれば、食品を食べなくても健康維持に十分であると 

いう概念を植え付けた。 

２）「食物を口から食べる」という行為自体の重要性を再認識させるきっかけと 

なった。 

３）栄養ドリンクの普及により、日本人の肥満率が急激に低下した。 

４）当時の栄養ドリンクは、主に高齢者の認知症予防のために開発された。 

５）ドリンク剤の普及は、後の「食育」の考え方を否定するために行われた。 

 

 

問題３．疫学調査では有効と考えられていたが、大規模介入試験の結果、有効性が否 

定され、むしろ有害性が示された成分はどれか。 

１）キトサン 

２）β-カロテン 

３）イソフラボン 

４）カテキン 

５）ビタミンＣ 
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問題４．次の表示で「４６通知（無承認無許可医薬品の指導取締りについて）」にお 

いて規制されない表示はどれか。 

１）高血圧を改善する成分が含まれています。 

２）がんに有効であることが確認されています。 

３）ビタミン、ミネラルが豊富に含まれています。 

４）糖尿病を予防します。 

５）肝機能を改善します。 

 

 

問題５．健康食品による健康被害（閉塞性細気管支炎）として報告された食品はどれか。 

１）モロヘイヤ 

２）アマメシバ 

３）ブロッコリー 

４）ニンジン 

５）キャベツ 

 

 

問題６．保健機能食品を構成する食品名の組み合わせとして、正しいものはどれか。 

１）特別用途食品  ―― 特定保健用食品 ―― 栄養機能食品 

２）特別用途食品  ―― 栄養機能食品  ―― 機能性表示食品 

３）特定機能食品  ―― 栄養機能食品  ―― 機能性表示食品 

４）特定保健用食品 ―― 栄養補助食品  ―― 機能性表示食品  

５）特定保健用食品 ―― 栄養機能食品  ―― 機能性表示食品 

 

 

問題７．特定保健用食品の安全性を審議する機関はどこに設置されているか。           

１）内閣府 

２）厚生労働省 

３）消費者庁 

４）農林水産省 

５）経済産業省 
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問題８．規格基準型の特定保健用食品で、表示できる保健の用途として正しいものは 

どれか。 

１）お腹の調子が気になる方に 

２）骨の健康を維持したい方に 

３）歯の健康が気になる方に 

４）コレステロールが気になる方に 

５）血圧が気になる方に 

 

 

問題９．栄養機能食品の栄養成分の表示として誤っているのはどれか。 

１）ビオチンは皮膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素です。 

２）ビタミンＢ12は赤血球の形成を助ける栄養素です。 

３）ビタミンＤは骨の形成を助ける栄養素です。 

４）ビタミンＥは動脈硬化や認知症の改善を助ける栄養素です。 

５）ビタミンＫは正常な血液凝固能を維持する栄養素です。 

 

 

問題 10．栄養機能食品としてのカリウムに認められている一日摂取量上限値はどれか。 

１）600 mg 

２）1,000 mg 

３）1,600 mg 

４）2,200 mg 

５）2,800 mg 

 

 

問題 11．機能性表示食品に関する記述として正しいものはどれか。 

１）疾病予防を目的としている。 

２）システマティックレビューによる有効性は科学的根拠とならない。 

３）食品なので摂取量に規制はない。 

４）食品なので医薬品との相互作用は考慮しなくても良い。 

５）容器包装の表示可能面積が小さい場合も栄養成分表示は省略できない。 
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問題 12．特別用途食品の病者用食品である 「低たんぱく質食品」の主な対象となる疾 

患は何か。 

１）食物アレルギー 

２）肝疾患 

３）胃潰瘍 

４）腎疾患 

５）サルコペニア 

 

 

問題 13．指定成分等含有食品に関する制度を発足させるきっかけとなった健康食品 

素材はどれか。 

１）エフェドラ 

２）コレウス・フォルスコリー 

３）ドオウレン 

４）プエラリア・ミリフィカ 

５）ブラックコホシュ 

 

 

問題 14．食品衛生法に基づく指定成分として誤っているのはどれか。 

１）ブラックコホシュ 

２）ケープアロエ 

３）コレウス・フォルスコリー 

４）ドオウレン 

５）プエラリア・ミリフィカ 

 

 

問題 15．指定成分等含有食品の製造に義務化されているのはどれか。 

１）ＧＦＳＩ 

２）ＩＳＯ２２０００ 

３）ＧＡＰ 

４）ＧＭＰ 

５）ＳＱＦ 
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問題 16．「お腹の調子を整える」と表示をした特定保健用食品に認められていない 

関与成分はどれか。 

１）グリシン 

２）ガラクトオリゴ糖 

３）乳果オリゴ糖 

４）ポリデキストロース 

５）ラクチュロース 

 

 

問題 17．「コレステロールが高めの方に適する」と表示をする特定保健用食品にお 

いて、作用機序が大きく異なっているのはどれか。 

１）Ｓ-メチルシステインスルホキシド 

２）大豆たんぱく質 

３）キトサン 

４）アルギン酸ナトリウム 

５）植物ステロール 

 

 

問題 18．小麦アルブミンの「食後の血糖値の上昇を緩やかにする」主な作用機序はど 

れか。 

１）解糖系の促進 

２）アミラーゼの阻害 

３）グルカゴン分泌阻害 

４）グリコーゲン合成促進 

５）グルコースの腸管吸収阻害 

 

 

問題 19．「血圧が高めの方に適する」と表示をした特定保健用食品に認められてい 

ない関与成分はどれか。 

１）サーディンペプチド 

２）杜仲葉配糖体 

３）難消化性デキストリン 

４）ゴマペプチド 

５）酢 酸 
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問題 20．「血中中性脂肪が気になる方に適する」と表示をした特定保健用食品に認 

められている関与成分はどれか。 

１）ＤＨＡ・ＥＰＡ 

２）キシリトール 

３）ラクトトリペプチド 

４）ビタミンＫ２ 

５）ＣＰＰ-ＡＣＰ 

 

 

問題 21．機能性表示食品として届け出されているＧＡＢＡの代表的な機能表示はど 

れか。 

１）血圧のサポートをする。 

２）血糖値の上昇を抑える。 

３）中性脂肪の上昇を抑える。 

４）歩行能力の維持 

５）認知機能の一部である記憶力の維持 

 

 

問題 22．機能性表示食品として届け出されているエラグ酸の代表的な機能表示では 

ないものはどれか。 

１）体脂肪を減らす。 

２）中性脂肪を抑える。 

３）お腹の調子を整える。 

４）体温（末梢体温）を維持する。 

５）血糖値の上昇を抑える。 

 

 

問題 23．機能性表示食品として届け出されているプラズマ乳酸菌の代表的な機能表 

示はどれか。  

１）免疫機能を維持します。 

２）お腹の調子を整えます。 

３）血圧が高めの方の血圧を下げます。 

４）血糖値の上昇を抑えます。 

５）血中中性脂肪を下げます。 
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問題 24．機能性表示食品として届け出されているクルクミンの代表的な機能表示は 

どれか。  

１）血糖値の上昇を抑えます。 

２）血圧が高めの方の血圧を下げます。 

３）記憶力の維持に役立ちます。 

４）脂質代謝を改善します。 

５）緊張感を緩和します。 

 

 

問題 25．機能性表示食品において多量摂取により出血リスクを高める可能性のある 

のはどれか。 

１）アンセリン 

２）イチョウ葉フラボノイド配糖体・イチョウ葉テルペンラクトン 

３）サラシア由来サラシノール 

４）ヒハツ由来ピペリン 

５）モノグルコシルヘスペリジン 

 

 

問題 26．欧米では呼吸器感染症に対するハーブとして用いられ、多糖類、糖たんぱ 

く質、フラボノイド等が有効成分であるとされているのはどれか。 

１）板藍根 

２）エキナセア 

３）エフェドラ 

４）生 姜 

５）プロポリス 

 

 

問題 27．カプサイシンを含む素材はどれか。 

１）ウコン 

２）ヨモギ 

３）セイヨウオトギリソウ 

４）トウガラシ 

５）オタネニンジン 
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問題 28．健康成分としてアリシンに最も期待されている効果は何か。 

１）抗疲労効果 

２）肌のハリ、弾力維持 

３）持久力維持 

４）肝機能向上 

５）免疫力向上 

 

 

問題 29．健康成分としてアミノ酸のヒスチジンに最も期待されている効果はどれか。 

１）疲労回復 

２）成長促進 

３）持久力維持 

４）アレルギー症状緩和 

５）不安解消 

 

 

問題 30．食生活指針の中に含まれていないものはどれか。 

１）禁 煙 

２）生活の質（ＱＯＬ）の向上 

３）バランスのとれた食事内容 

４）栄養課題への取り組み 

５）食料の安定供給 

 

 

問題 31．摂食調節について正しいのはどれか。 

１）摂食調節は視床下部・間脳などによる中枢性調節だけで行われる。 

２）摂食調節には栄養素・ホルモンなどの末梢性調節は関与していない。 

３）低遊離脂肪酸は摂食に対して抑制的に働く。 

４）高グルコースは摂食に対して促進的に働く。 

５）レプチンは摂食に対して抑制的に働く。 
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問題 32．胆汁の成分と働きについて誤っているのはどれか。 

１）肝臓で生成される。 

２）消化酵素が含まれる。 

３）胆管に分泌された胆汁酸塩の 80％以上は回腸で回収される。 

４）胆汁酸塩はグリシンまたはタウリンで抱合化されている。 

５）胆汁酸塩はビタミンの吸収を促進する。 

 

 

問題 33．核酸を分解する酵素はどれか。 

１）リパーゼ 

２）スクラーゼ 

３）ヌクレアーゼ 

４）α-アミラーゼ 

５）キモトリプシン 

 

 

問題 34．誤っているのはどれか。 

１）消化液中のたんぱく質分解酵素は、活性がマスクされた前駆体として分泌さ 

れる。 

２）胆汁酸塩は脂肪酸とミセルを形成し、その吸収を抑制する。 

３）膜消化で中性脂肪はモノアシルグリセロールとして完全に分解されてグリセ 

ロールと遊離脂肪酸として吸収される。 

４）胆汁酸塩は回腸で吸収されて再び肝臓に戻り再利用される。 

５）胆汁中の胆汁色素の主成分は抱合型ビルルビンである。 

 

 

問題 35．肝臓において、糖新生の基質とならないのはどれか。 

１）グリセロール 

２）乳 酸 

３）糖原性アミノ酸 

４）コレステロール 

５）プロピオン酸 
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問題 36．小腸に吸収された糖について誤っているはどれか。 

１）グルコースの大部分はグリコーゲンに合成される。 

２）グリコ―ゲンは肝臓・筋肉に蓄えられる。 

３）グルコースは血液を介して様々な組織に運ばれてエネルギー源となる。 

４）フルクトースとガラクトースのほとんどは肝臓でグルコースに変えられる。 

５）グルコースが唯一のエネルギー源であるのは赤血球である。 

 

 

問題 37．血糖とその調節について正しいのはどれか。 

１）血糖は満腹時でも 110 mg/dL 以下に保たれている。 

２）血糖はインスリンとインスリン拮抗ホルモンとのバランスで調節されている。 

３）インスリンにより骨格筋や脂肪組織でのグルコースの取り込みが抑制される。 

４）インスリンは肝臓でのグリコーゲン合成を促進する。 

５）空腹時には脳へのエネルギー源の供給を絶やさないためにインスリン拮抗 

ホルモンが分泌される。 

 

 

問題 38．18:1（n-9）で表される脂肪酸の名称はどれか。 

１）パルミチン酸 

２）ステアリン酸 

３）オレイン酸 

４）リノール酸 

５）リノレン酸 

 

 

問題 39．生体内で脂質の輸送を担うリポたんぱく質について、比重の大小関係を正し 

く示しているものはどれか。 

１）ＨＤＬ ＜ ＬＤＬ ＜ ＩＤＬ ＜ ＶＬＤＬ ＜ キロミクロン  

２）ＶＬＤＬ ＜ キロミクロン ＜ ＩＤＬ ＜ ＬＤＬ ＜ ＨＤＬ 

３）ＶＬＤＬ ＜ ＩＤＬ ＜ ＬＤＬ ＜ キロミクロン ＜ ＨＤＬ 

４）ＶＬＤＬ ＜ ＬＤＬ ＜ キロミクロン ＜ ＩＤＬ ＜ ＨＤＬ 

５）キロミクロン ＜ ＶＬＤＬ ＜ ＩＤＬ ＜ ＬＤＬ ＜ ＨＤＬ 
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問題 40．中性脂肪について誤っているものを選べ。 

１）食品の脂質の大半は中性脂肪である。 

２）単純脂質に分類される。 

３）1分子のグリセロールに 3分子の脂肪酸が水素結合したものである。 

４）消化管内で効率よく消化吸収を受けるには胆汁酸が必要となる。 

５）膵液中のリパーゼの作用により加水分解を受けて脂肪酸が遊離する。 

 

 

問題 41．たんぱく質とアミノ酸の基本構造に関する記述として、最も適切なものはどれか。 

１）たんぱく質は、アミノ酸がエステル結合によって多数連結した高分子化合物 

である。 

２）アミノ酸は、同一分子内に酸性のアミノ基と塩基性のカルボキシ基を併せ持つ。 

３）天然のたんぱく質を構成するアミノ酸は、一般に「Ｄ型」である。 

４）たんぱく質を構成するアミノ酸は、基本的には 20 種類である。 

５）アミノ酸どうしの結合は、一方のアミノ基と他方のアミノ基が反応して形成 

される。 

 

 

問題 42．たんぱく質の「一次構造」の定義として、適切なものはどれか。 

１）α-ヘリックスやβ-シートなどの部分的な立体構造。 

２）1本のポリペプチド鎖がさらに複雑に折りたたまれた全立体的構造。 

３）複数のポリペプチド鎖（サブユニット）が結合して機能を持つ状態。 

４）ペプチド結合によるアミノ酸の配列順序。 

５）加熱によって立体構造が崩れた後の不安定な状態。 

 

 

問題 43．ビタミンと欠乏症の関係について、正しい記述はどれか。 

１）ビタミンＥの欠乏は、脚気の原因となる。 

２）ビタミンＢ6の欠乏は、血液凝固の遅延を招く。 

３）葉酸の欠乏は、夜間の視力低下を招く。 

４）ビタミンＢ2の欠乏は、口角炎や舌炎の原因となる。 

５）ナイアシンの欠乏は、不妊症の主な原因である。 
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問題 44．マグネシウムの欠乏によって起こる可能性がある症状や疾患はどれか。 

１）悪性貧血 

２）色素沈着 

３）壊血病 

４）不整脈・虚血性心疾患 

５）クレチン症 

 

 

問題 45．食品中の危害要因とその種類の組み合わせとして適当なものはどれか。 

１）細 菌  ―――― 外因性 ― 生物的 

２）寄生虫  ―――― 内因性 ― 生物的 

３）食品アレルゲン  ― 外因性 ― 人為的 

４）残留農薬 ――――  内因性 ― 人為的 

５）フグ毒  ―――― 外因性 ― 生物的 

 

 

問題 46．相対危険を示すのはどれか。 

１）曝露群の罹患率－非曝露群の罹患率 

２）非曝露群の罹患率÷曝露群の有病率 

３）曝露群の有病率－非曝露群の有病率 

４）曝露群の有病率÷非曝露群の有病率 

５）曝露群の罹患率÷非曝露群の罹患率 

 

 

問題 47．疫学研究のデザインとして因果関係を証明する力が最も強いのはどれか。  

１）横断研究  

２）症例対照研究  

３）コホート研究  

４）無作為比較対照試験  

５）非無作為比較対照試験 
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問題 48．食品添加物の用途について正しいのはどれか。 

１）ジフェニル      ―――――  甘味料 

２）亜硝酸ナトリウム   ―――――  漂白剤 

３）ソルビン酸ナトリウム ―――――  酸化防止剤 

４）亜硫酸ナトリウム   ―――――  発色剤 

５）アスパルテーム    ―――――  安定剤 

 

 

問題 49．食品添加物のＡＤＩについて、正しいのはどれか。 

１）ヒトを対象にした臨床試験を基に求める。 

２）ヒトが１週間に摂取できる量を定めたものである。 

３）最大無作用量に１/１００を乗じてＡＤＩが求められる。 

４）食品添加物の使用基準はＡＤＩの 80％と定められている。 

５）実験動物が一生摂取しても影響が現れない量と定義されている。 

 

 

問題 50．細菌性食中毒「カンピロバクター」に関する記述として、最も適切なもの 

はどれか。 

１）潜伏期間が１〜５時間と非常に短いのが特徴である。 

２）主にカキの生食が原因となって発生する。 

３）鶏肉の生食などが主な原因となる。 

４）発症するためには、数百万個以上の極めて大量の菌量を摂取する必要がある。 

５）細菌性食中毒の中では近年減少傾向にある。 

 

 

問題 51.「ノロウイルス」による食中毒に関する記述として、誤っているものはどれか。 

１）１〜３日の潜伏期間の後、下痢、嘔吐、腹痛などの症状を呈する。 

２）ウイルスは食品中では増殖せず、体内に入ってから増殖する。 

３）施設等でのヒトからヒトへの二次感染にも注意が必要である。 

４）予防のための加熱基準は、食材の中心部を 75℃で１分間加熱することとさ 

れている。 

５）カキなどの二枚貝の生食が原因となることが多い。 
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問題 52．食品中の残留農薬基準を規定した法律はどれか。 

１）農薬取締法 

２）健康増進法 

３）食品表示法 

４）食品衛生法 

５）医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律 

 

 

問題 53．誤っているのはどれか。 

１）無機水銀は、有機水銀よりも毒性が強い。 

２）ヒ素は食品添加物公定書が作られるきっかけになった事件を起こした物質 

である。 

３）イタイイタイ病の原因はカドミウムである。 

４）ダイオキシンは塩素を含む有機化合物である。 

５）コプラナーＰＣＢはダイオキシン類である。 

 

 

問題 54．カビ毒のアフラトキシンについて誤ったものはどれか。 

１）1960 年にイギリスで七面鳥が大量死した際の分析中に発見された。 

２）Aspergillus flavus の産生するカビ毒である。 

３）神経毒性を有する。 

４）耐熱性である。 

５）食品衛生法による基準値は 10 ppb 以下である。 

 

 

問題 55．遺伝子組み換え作物の割合がもっとも高いのはどれか。 

１）ダイズ 

２）コムギ 

３）イ ネ 

４）ワ タ 

５）トウモロコシ 
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問題 56．食品表示基準の根拠となる法律はどれか。 

１）食品衛生法 

２）健康増進法 

３）食品安全基本法 

４）食品表示法 

５）食料・農業・農村基本法 

 

 

問題 57．栄養成分表示において義務表示でないのはどれか。 

１）熱 量 

２）たんぱく質 

３）脂 質 

４）食物繊維 

５）ナトリウム（食塩） 

 

 

問題 58．ノンオイルドレッシングにおいて「脂質を含まない」という表示が可能な 100 mL 

当たりの量はどれか。 

１）0.5 g 未満 

２）1 g 未満 

３）2 g 未満 

４）3 g 未満 

５）5 g 未満 

 

 

問題 59．栄養アセスメントにおける動的栄養指標はどれか。 

１）尿中３-メチルヒスチジン 

２）体重変化率 

３）血中ビタミン濃度 

４）ＢＭＩ 

５）血清アルブミン濃度 
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問題 60．一般の健常者（個人）に対して，栄養素の摂取不足を予防するための栄養 

指導において目指すべき食事摂取基準の指標はどれか。 

１）推定平均必要量 

２）推奨量 

３）目安量 

４）目標量 

５）耐容上限量 

 

 

問題 61．栄養サポートチーム（ＮＳＴ）に関して誤っているのはどれか。 

１）診療報酬にＮＳＴ加算が認められている。 

２）メンバーの少なくとも一人は専従である。 

３）臨床検査技師もメンバーである。 

４）外科的治療患者のみが対象である。 

５）依頼のあった患者でなくても対象にする。 

 

 

問題 62．リフィーディング症候群でみられる変化として正しいのはどれか。 

１）血清ナトリウム値の上昇 

２）血清リン値の低下 

３）血清カルシウム値の上昇 

４）血清鉄値の上昇 

５）血清アルブミン値の上昇 

 

 

問題 63．高尿酸血症患者が控えたほうが良い食品はどれか。 

１）鶏 卵 

２）精白米 

３）レバー 

４）牛 乳 

５）野 菜 
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問題 64．脂質異常症の栄養療法として適切なのはどれか。 

１）飽和脂肪酸を積極的に摂取する。 

２）コレステロール含有量の高い食品を摂取する。 

３）食物繊維の摂取を増やす。 

４）海藻類の摂取を制限する。 

５）野菜の摂取を控える。 

 

 

問題 65．慢性腎臓病（ＣＫＤ）と栄養療法について正しいのはどれか。 

１）速やかに標準体重以下を目指して減量する。 

２）コーラやサイダーなどの炭酸嗜好飲料は禁止する。 

３）ステージ４の場合は、１日の食塩摂取量は 3 g 未満にする。 

４）どのステージにおいても厳しいたんぱく制限が必要である。 

５）ステージを判断するためには尿たんぱく質の有無が重要である。 

 

 

問題 66．下痢・便秘と栄養療法について正しいのはどれか。 

１）下痢の場合は、通常より水分補給を制限する。 

２）便秘になったら、難消化性デキストリンを制限する。 

３）弛緩性便秘の場合は、ストレスなどの精神的要因を除く。 

４）不溶性食物繊維は便を軟らかくして、排便しやすくなる。 

５）便秘の予防には、１日に 20 ｇの食物繊維を目標に摂取する。 

 

 

問題 67．膵炎の栄養療法について正しいのはどれか。 

１）厳しいエネルギー制限が必要である。 

２）慢性膵炎では、脂質は 50 g 以下にする。 

３）アルコールは適量までとする。 

４）消化が早い食事内容が望ましい。 

５）水溶性ビタミンの欠乏症に注意が必要である。 
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問題 68．鉄欠乏性貧血の栄養療法について正しいのはどれか。 

１）エネルギー摂取量は適量以下に設定する。 

２）脂質摂取量を 30 g/日以下に制限する。 

３）たんぱく質摂取量は 1.0 g/kg 以下に制限する。 

４）鉄補給はヘモグロビン値が正常化した後でもしばらく続ける。 

５）ヘム鉄を多く含む赤身魚や肉類の摂取を控える。 

 

 

問題69. 登録販売者から購入できないものはどれか。 

１）医薬部外品  

２）第一類医薬品 

３）第二類医薬品 

４）第三類医薬品 

５）病者用食品 

 

 

問題70．健康食品の摂取方法として表示できるものはどれか。 

１）症状が出たときに１錠お飲みください。 

２）就寝時に２錠をお飲みください。  

３）１日３回食後に１錠をお飲みください。 

４）４時間ごとに１カプセルをお飲みください。  

５）１日１カプセルを目安にお飲みください。 

 

 

問題 71．経口投与された医薬品が全身循環へ入る前に、最初に到達する臓器はどれか。 

１）腎 臓 

２）肝 臓 

３）肺 

４）甲状腺 

５）脾 臓 
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問題 72．小腸で医薬品・栄養素の吸収が盛んな理由として最も適切なのはどれか。 

１）臓器温度が高い。 

２）表面積が大きい。 

３）酸性である。 

４）胆汁が分泌されない。 

５）胃酸が多い。 

 

 

問題 73．牛乳との併用で医薬品の吸収低下が起こる機序として正しいのはどれか。 

１）牛乳中の乳糖が医薬品と共有結合する。 

２）牛乳中のカルシウムが医薬品と難溶性塩（キレート）を形成する。 

３）牛乳中のビタミンＤが医薬品の代謝を促進する。 

４）牛乳中の脂肪が腸管を酸性化する。 

５）牛乳中のカゼインが代謝酵素を誘導する。 

 

 

問題 74．グレープフルーツジュース（ＧＦＪ）によるＣＹＰ３Ａ４阻害が起こる部位 

として正しいのはどれか。 

１）腎 臓 

２）肝 臓 

３）小腸粘膜（腸管上皮） 

４）脳 

５）肺 

 

 

問題 75．以下の記述で正しいのはどれか。  

１）血中濃度が非常に低い場合でも、医薬品は必ず何らかの作用を発揮する。 

２）有効量を超えて血中濃度が高値になっても、副作用や毒性が現れることは 

ない。 

３）50％致死量はＬＤ50として定義される。 

４）中毒量とは、期待した作用（機能・効果）を享受できる最小の濃度のことで 

ある。 

５）医薬品の活性が強ければ強いほど、無作用領域は広くなる。 
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問題 76．ＣＹＰの基質特異性に関する記述として、適切なものはどれか。 

１）特定の医薬品としか反応しない「極めて高い特異性」をもつ。 

２）基質特異性が低く、多種多様な外来異物を代謝できる。 

３）体内に元々存在する物質のみを代謝する。 

４）水溶性の高い物質のみを分解する。 

５）分子量が 1,000 以上の巨大な高分子物質のみを基質とする。 

 

 

問題 77．ＣＹＰ （チトクローム P４５０）の構造的特徴に関する記述として、最も適 

切なものはどれか。 

１）亜鉛を中心にもつタンパク質である。 

２）ヘモグロビンと類似した構造をもち、ヘム鉄を含んでいる。 

３）マグネシウムを主成分とするリン脂質の一種である。 

４）糖鎖が豊富に結合した糖タンパク質である。 

５）水溶性の高いビタミンＣを構成成分としている。 

 

 

問題 78．セント・ジョーンズワート含有のハーブティーの連用摂取で、どのような 

作用が現れるか。  

１）ＣＹＰ２Ｅ１が誘導される。  

２）交感神経興奮作用が現れる。  

３）アスピリンの作用が減弱する。  

４）ジゴキシンの薬効が増強する。  

５）タクロリムスの薬効が低下する。 

 

 

問題 79．納豆の摂取がワルファリンの効果に影響する理由はどれか。  

１）大豆成分が血球の粘着を低下させる。  

２）納豆キナーゼが血液をサラサラにする。  

３）ネバネバ成分が血液の凝固作用を増強する。  

４）納豆菌が産生するビタミンＫが抗血液凝固作用を抑制する。  

５）納豆の生産過程で添加される成分が血小板の凝集を抑制する。 
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問題 80．カフェインについて誤っているのはどれか。 

１）眠気防止作用を有する。 

２）利尿作用を有する。 

３）ＣＹＰ１Ａ２で代謝される。 

４）過剰摂取で頭痛等が現れる。 

５）シメチジンの併用でカフェインの血中濃度が低下する。 

 

 

問題 81．喫煙について誤っているのはどれか。 

１）ＣＹＰ１Ａ２を誘導する。 

２）ビタミンＣが消費される。 

３）発がん性を高める。 

４）血液による酸素の運搬が低下する。 

５）気道の平滑筋を弛緩する。 

 

 

問題 82．メトトレキサートの薬効低下を惹起する可能性のあるビタミンはどれか。  

１）ビタミンＡ  

２）ビタミンＣ  

３）ビオチン  

４）ナイアシン  

５）葉 酸 

 

 

問題 83．ビタミンＢ6の併用で効力が低下する医薬品はどれか。 

１）テオフィリン 

２）レボドパ 

３）ジゴキシン 

４）ニフェジピン 

５）シクロスポリン 
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問題 84．食品安全に関するリスクについて正しいのはどれか。 

１）危険な状態 

２）ハザードの種類 

３）危害の発生確率と発生時の重大性の組み合わせ 

４）許容できない状態 

５）安全ではないこと 

 

 

問題 85．安全の定義として（   ）の中に入れる適切な語句はどれか。 

安全とは（   ）できないリスクがないことを示す。 

１）受 容 

２）安 心 

３）危 険 

４）信 頼 

５）黙 認 

 

 

問題 86．その目的の中に「食品の安全性の確保に関し、基本理念を定め、並びに 

国、地方公共団体及び食品関連事業者の責務並びに消費者の役割を明らか 

にする」と記されている法律はどれか。 

１）食品安全基本法 

２）食品衛生法 

３）健康増進法 

４）食品表示法 

５）ＪＡＳ法 

 

 

問題 87．健康増進法に定められていないものはどれか。 

１）保健指導等 

２）受動喫煙防止 

３）特別用途表示 

４）特定給食施設 

５）医療機器の取り扱い 
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問題 88．景品表示法の目的には「商品及び（   ）の取引に関連する不当な景品 

類及び表示による顧客の誘引を防止する」と記されている。（   ）に入 

れる最も適当なものはどれか。 

１）金融等 

２）不動産等 

３）サービス等 

４）定額契約 

５）役 務 

 

 

問題 89. 健康食品の誤認表示として、正しい組み合わせはどれか。 

１）このサプリを飲めば、脂肪が燃焼し体重が減少します（有利誤認） 

２）実際には通常 10,000円で販売した実績ないが「今だけ 5,000円」（優良誤認） 

３）実際は定期購入が条件なのに「初回無料でお試しできます」（有利誤認）                  

４）別途高額送料・手数料があるのに「商品価格：3,000 円」（優良誤認）  

５）使用前／使用後の体型写真を示し「たった１か月でここまで変化」（有利誤認） 

 

 

問題 90．訪問販売におけるクーリング・オフの期間として、正しいものはどれか。 

１）５日間 

２）８日間 

３）１０日間 

４）１２日間 

５）１４日間 

 

 

問題 91．初期診断時の尿検査において、試験紙法で簡便に測定できない項目はどれか。 

１）尿ウロビリノーゲン 

２）尿 pH 

３）尿沈渣 

４）尿 糖 

５）尿ケトン体 
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問題 92．臨床検査における基準範囲の設定の際、基準個体の選定について正しい文 

章はどれか。 

１）既往歴があってもよい。 

２）過度の飲酒・喫煙者は除外対象ではない。 

３）服薬中は除外対象ではない。 

４）精神的所見は必要ない。 

５）分娩後１年以内の場合、除外対象となる。 

 

 

問題 93．臨床検査において、個体内変動（個人の生理的変動）が最も小さい検査項目 

はどれか。  

１）クレアチニン 

２）ＩｇＧ 

３）アルカリフォスファターゼ 

４）ＩｇＡ 

５）Ｎａ 

 

 

問題 94．血清成分で明らかな性差があるものはどれか。 

１）カリウム 

２）ナトリウム 

３）クレアチニン 

４）グルコース 

５）無機リン 

 

 

問題 95．血中成分で新生児期で高値を示すものはどれか。 

１）総タンパク（ＴＰ） 

２）尿素窒素（ＵＮ） 

３）クレアチンキナーゼ（ＣＫ） 

４）クレアチニン（ＣＲＥ） 

５）総コレステロール（ＴＣ） 
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問題 96．臨床検査において、カットオフ値を用いて判定しない検査はどれか。  

１）ＰＳＡ検査 

２）ＡＦＰ検査 

３）感染症マーカー検査 

４）尿定性試験 

５）抗ＴＳＨレセプター検査 

 

 

問題 97．血糖低値になる疾患はどれか。  

１）インスリノーマ  

２）糖尿病  

３）骨粗鬆症  

４）グルカゴノーマ 

５）褐色細胞腫 

 

 

問題 98．特定健診における保健指導の対象となる検査値はどれか。  

１）空腹時血糖 98 mg/dL  

２）ＨｂＡ１ｃ(ＮＧＳＰ) 4.6%  

３）ＨＤＬ-コレステロール (ＨＤＬ-Ｃ）30 mg/dL  

４）収縮期血圧 110 mmHg 

５）拡張期血圧 79 mmHg 

 

 

問題 99．脂質異常症のＷＨＯタイプ分類に対して増加するリポ蛋白で正しいのはど 

れか。  

１）Ⅰ型 ： ＶＬＤＬ 

２）Ⅱa型 ： ＬＤＬ 

３）Ⅱb型 ： ＣＭ 

４）Ⅲ型 ： ＣＭ＋ＬＤＬ  

５）Ⅴ型 ： ＩＤＬ 
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問題 100．肥満について正しいのはどれか。  

１）体質による肥満は二次性肥満である。 

２）肥満の約 80～90%は原発性肥満である。 

３）副腎皮質機能亢進症による肥満は原発性肥満である。 

４）甲状腺機能低下症による肥満は原発性肥満である。 

５）ジャンクフードの食べ過ぎによる肥満は二次性肥満である。 

 


